
テーマ：住民主体のまちづくり 対象：地域住民 主催：広島市可部公民館，可部夢街道まちづくりの会  

２－⑦まちづくり DIY 講座（基礎講習）  

 

地域を学ぶ ○ 地域でつながる ○ 地域に還す ○ 

 

１ 学習プログラムの展開 

日 程 場 所 学習・活動内容 

令和２年 
６月～ 

可部公民館 

○「可部夢街道まちづくりの会」との連携 
・講座内容の打合せ 
・広報チラシ等の検討 
・前日準備 

令和２年 
8 月１日（土） 
13:30～15:30 

可部公民館 
会議室 

①まちづくり DIY 講座と建築の基礎について説明 

・可部のまちづくりの取組 
・木材や建築資材の基礎知識 
・道具の名称や使い方 

令和２年 
８月 29 日（土） 
９:00～12:00 

②制作実習（左官コース） 

・漆喰灯篭の作成 
 ※漆喰などの塗り方やタイルの張り方など，

実際の左官作業を通して学ぶ。 

令和２年 
８月 29 日（土） 
13:30～16:30 

③制作実習（大工コース） 

・プランターの作成 
 ※ノコギリや金槌・差し金の使い方など，実

技を通じ，大工仕事の基本を学ぶ。 
※本講座は，「可部夢街道まちづくりの会」が中心となって実施しており，古民家の活用や
「可部の町めぐり」事業の推進につながるものである。（令和２年度は集客が難しいため
「可部の町めぐり」を「可部のいつも通り」として，いつもの可部の町を楽しんでもら
えるイベントとして工夫をした） 

※講座終了後に，「可部夢街道まちづくりの会」と地元の鋳物メーカーが協働して，焼き印
を制作した。また，焼き印の授与式に合わせて、受講者がその場でプランターに焼き印
をしてロゴを入れ，「可部夢街道まちづくりの会」に贈呈した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

対 象 地域住民 

経 費 
②③教材費 3,000 円（左官・大工コース両方受講の場合は 4,000 円） 
「区の魅力と活力向上推進事業」補助金（可部古民家情報バンク） 

連携先 可部夢街道まちづくりの会 

 

問
合
せ
先 

広島市可部公民館 

〒731-0221 広島市安佐北区可部三丁目 19 番 22 号 

（安佐北区総合福祉センター７階） 

電話：082-814-4031 ファクシミリ：082-814-4721 

 



２ 講座設定の理由（学習の目的） 

○可部地域に空き家が増加してきており，昔ながらの町並みが失われつつある。そこで，

まちづくり DIY 講座を通して，可部の魅力の再認識し，自ら修繕するなど住まいを大切

に活用していくための方法を学ぶことにより，古民家を生かした暮らしをするきっかけ

づくりとする。また，可部夢街道まちづくりの会で取り組むイベント「花の散歩道」の

プランターカバーが老朽化していること，イベントで活用する「灯籠」の増設が課題と

なっていることに伴い，本講座の課題としてその 2 点を制作し，その一部を提供いただ

き地域の事業で活用することにより，まちづくりに参画する意識を向上させる。 

 

３ 学習目標 

○可部地域の歴史やまちづくりについて知り，魅力を再認識する。 

○左官や大工の基本的な知識や技能を習得する。 

○可部地域のまちづくりに参画する意識を高める。 

 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○制作実習（左官コース，大工コース）における物品の調達 

○「可部夢街道まちづくりの会」と講座当日の運営について連携 

 

５ 留意点 

○制作実習では，様々な工具を扱うため，安全管理に努める。 

○室内での活動となるため，新型コロナウィルス感染症対策を十分に行う。 

○制作した作品にメッセージボードを付けるなど，当講座を通して参加者に地域参画を促

す仕組みづくりをする。 

○地域住民に，制作した作品を住宅の敷地内に一定期間設置してもらうよう連絡・調整を

する。 

 

６ 成 果 

○参加者は本格的な左官や大工の体験活動を行い，基本的な知識や技能を習得することが

できた。 

○講座後に余った材料を持ち帰り，自宅で作成して寄贈する参加者もおり，まちづくりに

参画する意識の向上へとつながった。 

○児童館とも連携し，メッセージボードを制作することができた。 

○10 月 18 日から 31 日まで開催した「可部のいつも通り」にプランターや漆喰のラン

タンを設置することにより，参加者が自身の制作物を探したり，町並みを見ながらゆっ

くり歩いたりすることで，楽しむことができた。 

 

７ 課 題 

○実施にあたり，工具等の必要物品を事前に揃えておくことが負担となった。 

○大工コースでは時間が足りない場面があったので，時間設定やプログラム構成を考える。 

 

８ 今後に向けて 

○スキルアップのための講座として，現役で活躍されている職人さんの指導の下，実際の

古民家などの建物においてワークショップを開催する。 

○当講座参加者が得た知識や習得した技術を活用し，実践できる場を設ける。 

○講座を定期的に実施し，まちづくりへ参画しようとする参加者を増やす。 

 


